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La Comédie humaine

森同 ~!~了

I赤と黒」と[スベー lのk王」においては、ナポレオン失問l後という時代と結びつい

て、下層階級出身の青年がナポレオンλ士、向にもとっき野心を抱き、挫折するテーマが共通

するυ 野心の成就のための手段を、ンコリヤンは聖職仁、ゲル7 ンは賭博に求めたυ 賭博

によって資本を 3f告にも 7f告にもしたいと考えているゲルマンは、 般的に遺F告を示す

等を用いず、資本という語を用いることによって、資本という考

え五を提出するとともに、単なる賭1害者ではなくなっているυ 立身出世と成功を求めるゲ
)~7 ンとジュリヤンの子段は異なるが、 2 人が H指したものは、本来ならば望み得ない地

位、権力、富という同 のものであったわ

プーシキンが 「スペードの女二日 のゲルマンを単なる賭1害者としてごはなく、ナポレオ
ンを志向する野心的な百イ|ーとして捉えた点において、 I赤と黒」との関わりが認められるつ

なぜならば、第 3節で検討するように、プ シキンが 「赤と!却を読む以前には、 「スペー

ドの女子l創引のための断片や Iスベードの女子l執半以前の散立;刊品の中仁、ナポレオ
ンに闘する記述は1つもないからである{

方で、 「赤と!共Iと 「スペードの女土jにおけるナポレオン的な要素の描写の方法は異

なっている。ンコリヤンの野心やナポレオン志向は、具体的なナポレオン崇拝と結びつい

ていたのに対し、 『スペードのk王Jでは、ゲルマンH身にナポレオンのイメーンが付与さ

れたのナポレオンの、他人を道具と見なすエゴイズムは、ゲルマンにおいては、老婆殺し、

リザウ守エータへの裏切りを生むこととなった。そのため、 「布、と黒jと Iスペードの女子l
は異なる結末を迎える。ジュリヤンは、民終的にはナポレオン志向から脱却し、愛によっ

て再生する肯定的な人物として死を迎える J それに対して、ゲルマンは、破滅し、丙定的

な人物のまま、結神的な死によって不条理の生を生き続けることとなる。 「亦と黒jと 「ス

ペードのk:flは、主人公のナポレオン志向のテーマにおいて共通性が見られるが、その

捉え/iには相違点があったといえるとここに、ジュリヤン像とゲlレマン{撃は、それぞれに

独自の人物像として、幹適性を得て、確立することとなった、といえる」

2.バルザック 「あら皮Jr赤い宿屋Jと 「スペードの女王Jとの対比

パルザックの 『あら皮jと 『赤いlii屋」は、ともに 1831年に発表され、後に[人間喜劇

) Jという総題のもとにまとめられた or人間喜劇IJは、風俗研究、
朽学的研'先、分析的研究の3部川に分けられ、「あら茂」と I赤い宿犀lは粁γ的州究に分
知されたの

(1 )あら皮」と Iスペードの女王」との対比

作者向身の言葉によると、 Iあら皮」は快飛と長命という両v:しえない 2つの欲望の相

克を拙いた寓話である。「あら皮」には日目立;が書かれていて、明みがかなうたびに皮が縮む。

茂が縮むにつれ、性命が縮んでゆくリ主人公のラファエjしは1i討をに「あら皮」にとり殺さ

れる r

「あら皮Iと 「スベードの女王jについて、デブレツェニイ ii、「あら茂Jのラブアエlレ
とゲJレマンが賭博で人:<ii:を得ょうとしていることに似通L哨 hあること、「あら皮lに描かれ
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た賭博が、 『スベー↑のk王Jのゲjレマンとチェカリンスキイの賭博に霊感を与えたであろ

うこと、ラブアエルが命が桁むことと引き換えに{ロJでも望みがかなう「あら皮」を受け取

る状況と、ゲル7 ンが良心と引き険えに [3枚のトランプ札」の柑需を得ょうと巾し出る

状況とに対似が見られること、また、老伯爵夫人と骨董屈の主人との類似、を指摘してい

る(171 ベトル ニナは、 「あら度IとIスベードの女土Iがブロソプの脱法民話の栴造と

致すると指J同する{t8'iい Iあら度lの神格的な骨量尽の老人は民訴の贈与者の代理であると

し、こまごまと閣き附した後でほ託法の子段として「あら戊」を与え、ラファエjしに耐えf!<

く試練を 'jえるの「あら皮」はTて人公のあらゆる防当を払いのけながら、耐熱によって滅ぼ

される人聞の生の象徴となっている。 Iスベードの女子jでは、老伯爵夫人は純需を保持し、
ゲ}~"7ンに奇跡的な知識を与える贈与者である。リザウ守エータ イワーノヴナは援助者と

して民話の土女の特徴と 致する。トムスキイの語るアネクド トも小さな魔法民話であ

るという ι サン ンヱル7 ン伯という綬助者は、老伯爵夫人に奇跡的な手段である [3枚

のトランプ札」を贈与するじ 『スペードのk王Jにおける賭博は、おとぎ話の戦いの表現形

式の 1つであり、ゲルマンがトムスキイのアネクドートを閣いて「おとぎ話さ， Jと言う

のは偶然ではない、と指摘する、ゲルマンは民話におけるアンチヒーローの役であり、そ

のため、小説は民話の、ド穏無申の獲得で終わらずに、希望の崩J虫とゲ}~"7ンの'[の破綻に

よって終わる、とする。

デプレツェニイ、ベトルーニナの指舗は興昧深い説であるが、いくつかの矛盾点が見受

けられるのデブレツェニイの指摘する[あら戊Jのラファヱルと [スベー lのk王lのゲ

ルマンの賭1卓は、同じ性質のものであろうか。ベトルーニナによるとゲルマンは、「試練に
耐えなかった」アンチヒーローとされる (1則。だが、 「スペードの女子jにおいて、どのよう

な行動を取ろうともゲルマンは主人公であるわ脆法民話の原MUに従うのならば、ゲルマン

はヒーローの役割lを担い、最終的には王女との結婚によって終わるはずである。さらに、

ベトJレ←ニナは「死者は自分の忌、思で現れたのではなく、ゲJレ7 ンの「耳目L、をかなえてや

れと命じられて」現れている c 我々はここで、この「命じられた」という言い方の動機づ

けの内的な発展の分析にこだわってはいられない。(これはおとぎ話には、原則的には知

られていない c [...])老伯爵夫人が、新しい牛一活で従属している、この力による命令は何

に根拠を置いているのであろうか」と述べている(判。ベトルーニナ内身が脱法民話の栴

造では分析しきれない示盾点を指摘しているのである。

本節では、「スベードの女主jと「あら茂Jで行われる賭博を対比し、 Iスペードの女主l
の賭|卓と[あらJ.kJの賭|卓が同じ性質のものか、[あらJ.kJの賭|卓が[スペードのk二五」の

賭博に需感を与えたか、「あら茂」と [3枚のトランプキLJの柑慌を与えられる状況、贈与
者の背後にある忌、忠、の存在について検討し、「スベードの女主jの特徴を明らかにするじ

Ri'i博は、[スペードの立二正」と「あらJ.kJの共通項の 1つである η だが、ゲルマンとラ
ブアエlレでは、賭博に対する考え/iが全く呉なっているといえる(引にゲlレマンにとって
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ねJ と、 l ムスキイの?見点から、ゲ)~マンのナポレオンとの似j重い、メブイス l フェレス

の心、 3つの悪によるゲルマンの悪魔性が描写されるのさらに、リザヴェータの視点から、

「こうしていると彼はナポレオンの肖像に驚くほど似ていた」と捉えられ、リサ守ヴヱータ

に感動さえも与えるほど、白定的に捉えられているじ

Iスベードの女土Iが 『あら皮jから需感を得たものがあるとすれば、それはナポレオ

ンのイメージをゲルマンに移行したことである、と与えるυ 「スペードの女二日 ではゲルマ

ンに、ナポレオンの外貌との似通い、「メ 7イストブヱレスの心」を付与し、!ilil抵との契約、

老婆殺し、リザウuヱータへの長切りという 13つの悪」によって、ナポレオンの悪属性をゲ
ル7 ンに付与している。ただし、 「赤と黒jのジコリヤンや 「あら度jのうブアヱルがナポ

レオンについて、具体的に憧↑車、を持って語っているのに対し、 Iスベードのk王jではゲル

マンが自らナポレオンについて述べることはないのゲルマン白身の行動はナポレオン的で

あるが、ゲル7 ンのナポレオン的要素は他者の制点から諮られるのであり、ゲルマンにナ

ポレオンのイメージを付与するにとどまり、作品に解釈の余地を残しているの

Iあら皮jと 「スペードの女土jの他の共通項として、スウェーデンボルイ・錬金術・

ガルウ守アニズムーメスメルの磁気 鋭等について!r1tl刊品の中で口及されていることがあげ

られる{ノりしザック自身、スウェーデンポルイの信奉者であった。鏡は、 [スベー lのk王l

では、老伯爵犬人の化粧部屋とリサvウ叩エータの部屋の粗末な小さな鏡、 「あら皮Iでは、イ

ギリス風の豪華なフェドラの部尾の抗写に、鋭紛の組み合わせによる喧献がある c !r1tl刊品

におけるこれらの共通瓜は、 19世紀初日良に、人々の関心を集めた現象、物、人物であったつ

だが、両作品におけるこれらの現象、物、人物の役I判は異なっている， rあら皮Iでは、ラ
ファエルは誘惑に陥らぬようオペラグラスのレンズに仕掛けをして、女の美しい符貌をみ

にくく映すようにし、鏡やガラスの不思議なJJにit目し、作品に対して禎極的な働きをし

ている円それに対し、 「スベードの女王jでは、当時の風俗描写の 1っとして、流行を取り

入オlたにとどまっているリ

(2) r赤い宿屋Iと Iスベードの女王Iとの対比
「赤い宿犀lは、 1831汗8月、「ノいj詳論jに発表され、 1832汗10月、 riiJif'f'，{短編集l

に収録されたの

20才位の、律義で菩良な 2人のフランス人青年、ブレデリック タイユブエールとプロ

スベール・マニャンは軍|矢補として任地に赴く途中、「赤いベンキで隅から隅まで塗り上げ

られた」赤い宿屋でドイツ人尚人と岡市した〔尚人が大金を持っていることを知ると、ブ

レデリックは商人を殺し、金を奪つご逃走する F プロスベールは罪を着せられ、処刑され

るリ処刑l直前にプロスベ←ルから事件の真相を聞いたヘル7ンは彼の淑向を信じた心 30

年後、ヘルマンは晩主主会で主催者の娘から「ぞっとするようなお話を」と求められて、 30

年前の話在始める

1" シェフスキイは、「スベードの女主j削刊匹目立に、フランスで I赤い宿尽Jが十IJ行さ

れたこと、[赤い宿屋」の中に「小説本に現れるたいていのドイツ人と同じように、この男

の名前をヘルマン(ドイツ語でゲルマン)といったJと書かれており、へル7 ンとゲル7
ンが!!i¥怠識の内に 致することは困難であること、さらに向刊品の主人公の子っ取り早く
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ザレーツキイは賭博fiI'l削の親分であるが、賭博は主題とは関わっていないじ

以上から、ブーシキンが 「スペードの女土j以前に書いた賭博は気晴らし、社交として

の賭博ごあり、賭博者は、賭博好き、賭博紅であったいこれに対し、 Iスペードの女二日 の
ゲル7 ンは資本を H告にも 7 飴にもし、独立と安楽をJ~千与するための子段として賭博をす

る全く述うタイプの賭博青であった。

第4に、プーシキンが I亦と黒jを読んだのは 1831年5月一6月であるが、 1831年以
前に井かれた散文作品や断片には、ナポレオンに闘する記述は1つもなl~ ()プーシキンが

ゲルマンを単なる賭博書ではなく、ゲルマンにナポレオンのイメージを付りし、ナポレオ

ン尖脚{去の肯年の野心と挫折をJ市いた点において、 「布、と黒j， rあら皮j、I赤い宿尽jとの
関わりが認められるのである{

おわりに

本稿(立、 「スペー l、の女二日 とスタンダーJし「赤と県I、パルザック 「あら皮j、「赤い宿

尽Jについて、ナポレオン、賭博のモチーフを中心に、共通項とその役割、人4例撃の特徴
づけに注Hして検討したけその結束、以下の点が指摘できるつ

『スベードの女二七Ji立、 「赤と!引 に描かれたと同様の、ナポレオン失脚l後という時代に、

下回階級出身の肯年がナポレオン志向にもとづき野心をf~き、挫折するテー?を主題とし

た。プーシキンが 『スベ ドのk王Jの中で、ゲルマンを単なる賭博者としてではなく、

野心的な青年として捉え、ゲルマンにナポレオンのイメージを付りした点について、プー

シキンが 「亦と黒lを読む以前には、 「スペードの女二日創刊のための断片、散立;刊品の中

にナポレオンに|却する記述は 1つもないことから、 『赤と黒jとの快|わりが認められるの

だが、ジュリヤン・ソレルの野心・ナポレオン志向は、ナポレオンの肖像画を隠し持ち、

Iセン 1，=へレナ円記j、戦況報告吉を愛読するという具体的なナポレオン崇鮮と結びつ

いていたのに対し、 Iスペードのk土」においては、ゲルマン門身がナポレオンについて述

べることはない。 「スペードの女王Jでは、トムスキイやリザヴェータという他行の制)，'J，か
ら、ゲルマンにナポレオンの外貌との似通いを指摘することによって、ナポレオン志向と

ナポレオンの負のイメージである悪脆性をゲルマンに付りしている〔こうした人物像への

イメージの付与は、 I赤と黒jや 「赤い宿犀IではJIJl、られていないorあら皮jにおいて
主人公に描写されたナポレオンのイメージのf0与の方法に霊感を得たものとも思われる。

ナポレオンの他人を道貝と見な Fエゴイズムは、ゲルマンにおいては、老婆殺し、リザ

ヴェータへの裏切りとなった そのため、 I亦と黒jと Iスベードの女王jは拠なる結末在
迎えるじジュリヤンは、Ji立終的にはナポレオン志向から脱却し、愛によって再坐すること

が暗示され、肖定的な人物として死を迎える〔それに対して、ゲルマンは、破滅し、行定

的な人物のまま、精神的なぽによって不条理の生を生き続けるごととなる。 「布、と黒Iと「ス
ベ←ドの女主Jの共通↑牛は、主人公のナポレオン志向のテ←7にあるが、そのJ出え方は異

なっているといえるのそのため、ジュリヤン像とゲルマン像は、それぞれに独内の人物像

として、普遍性を得て、典却!となった。

「あら茂lにおいては、賭博がf11i'ej:され、「スベ←ドの女主」への関わりが指摘されてき
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たけだが、プーンキンは、[あら!主jが充恭一される以前から、賭博をテー7に作品を書こう

と意|刈しており、断片や散文が残されていることからも、 Iあら皮jの賭博が 『スベードの

女子lへ霊惑を与えたとはいえない。
以|から、スタンダール[赤と黒Jにおけるナポレオン志向、ノりしザック [品らIxJに

おけるで人公の外貌にナポレオンのイメ ジを付りすること、 「赤い福屋Jにおける、子っ

取り半く金を得たいというナポレオン志向の肯年の与え右が、 Iスペードの女二日 と共通す
るものであるけだが、[スベー Iのk王」において、これらのモチーフは、ゲルマン自身に

よって具体的には提出されず、他書の視点によって提出される c 同 のモチーブを使って

はいても、モチーフの果たしている役割は央なり、提出の}ji主も央なっているといえる、

これこそが、 『スベー↑のk王Jの独自性であるといえるじ
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